
　最小限にする為、規定範囲以上に立入禁止区域を広げて作業を行います。
・他種業者との並行作業は行えません。
・Ｘ線探査は、Ｘ線発生装置とフイルムでコンクリート躯体を（はさむ）ことになりますので
 事前に天井開口や物の移動等の 対応をお願いします。
   (例　２階の床のＸ線探査を行う場合、１階の天井の撤去、又は開口の対応）

・１回の撮影は１０秒前後 ,１枚の撮影範囲は約 縦２００mm×横２００mmになります。
・管理・立入禁止区域は５ｍ（１ｍ）に設定されていますが 散乱線による被爆災害を
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・検査可能コンクリート厚さは　３００ｍｍになります。(条件により異なります)
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判定結果の罫書き
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